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研究成果の概要（和文）：量子状態が壊れてしまうデコヒーレンスは、現状の現実世界の量子系では避けること
ができず、量子系の活用の際に課題となっている。しかし、もしこのデコヒーレンスをうまく利用できれば、有
用な量子技術の要素として活用できる可能性もある。そこで本研究では、操作性の良いデコヒーレンスを導入可
能である半導体量子ドット系を用いて、デコヒーレンスに関連する現象について実験を行い、その物理解明を進
めた。またこれを活用した量子技術についても研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：Decoherence, which induces the breakdown of quantum states, is currently 
unavoidable in realistic quantum systems and poses a challenge in utilizing quantum systems. 
However, if we can utilize this decoherence, it could potentially be used as a valuable component in
 quantum technology. In this study, we investigated decoherence using semiconductor quantum dot 
systems, in which we can induce controlled decoherence. We also explored quantum technologies that 
make use of this decoherence.

研究分野：ナノマイクロ科学

キーワード： 量子ドット　ナノ・マイクロデバイス　デコヒーレンス　量子情報
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、半導体量子ドット系におけるデコヒーレンスに関連する現象の物理解明や、新しい半導体量子系
材料の可能性開拓、そしてこれらを活用した量子技術についての研究を進めることができた。これらの成果は、
半導体量子ドット系を用いた新しい量子技術に貢献するものであり、量子コンピューティングや量子センシング
分野での応用が期待される。また将来的な大規模量子計算等に向けた量子技術の発展にも貢献することが期待さ
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
量子力学的な状態を利用した量子コンピューティングや量子エレクトロニクスなどの量子技
術は、新しいテクノロジーとして期待されており、研究が進められている。しかし、このような
量子技術の実用において障害となるのがデコヒーレンスである。デコヒーレンスとは、量子系が
外界と結合することにより量子状態が壊れてしまう現象のことで、これにより量子系が本来持
つ優れた特性を維持することが難しくなる。現状の技術では、このデコヒーレンスを完全に避け
ることはできないため、量子系の活用の際に課題となっている。 

 
しかし、逆にこのデコヒーレンスをうまく利用することができれば、これを制御することで新
たな量子技術の一部として活用できる可能性がある。そのため、量子系のデコヒーレンスについ
てのミクロな物理解明や、デコヒーレンスを意図的に活用した新しい量子技術を研究すること
の重要性が高まっている。これらの研究により、デコヒーレンスの特性を有効に利用することで、
量子技術のさらなる発展が期待される。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、現在研究が進む様々な人工的な量子系の中で操作性がよく、また操作可能
なデコヒーレンスも導入することが可能であると考えられる半導体量子ドット系を用いて量子
実験系を作製する。そしてこれを活用して、半導体量子ドット系におけるデコヒーレンスに関連
する現象について測定を行い、その物理解明を進める。またこの過程で得られる知見を元に、デ
コヒーレンスによる量子状態遷移の変化や、量子センサ動作におけるその影響と改良等、将来の
量子情報処理や量子センシングに向けて、デコヒーレンスを活用した新しい量子技術に関する
研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、半導体量子ドットを実験系として用いる。半導体量子ドットは、ナノスケールの
微小領域に電子を閉じ込めた構造であり、その内部に閉じ込められた電子は量子閉じ込め効果
により特定の量子状態を形成する。この量子閉じ込め効果とは、電子が閉じ込められることによ
り特定のエネルギー状態に制限される現象を指し、これにより独自の量子状態が生成される [1]。
さらに、電極に印加する電圧などを操作することで、量子ドット内部の量子状態を制御すること
が可能である。そして、量子ドット内部の電子の量子状態は電気測定を通じて検出できる。この
電気測定に高周波測定手法を用いることができ、これにより固体中の単一電子レベルでの高感
度かつ高速な測定が可能となる [2,3]。 
 
そこで本研究ではこのような特色を持つ半導体量子ドットを利用することにより、人工的に
制御可能な量子実験系を作製する。そしてデコヒーレンスに関連する現象について、高感度な電
気測定により測定を行い、そのミクロな物理解明を進める。さらに、ここで得られる知見を基に、
シミュレーション等も利用しながら、デコヒーレンスを活用した量子技術についての研究を実
施する。 
 
４．研究成果 
 半導体量子ドットを用いた人工量子系実験においては、先述のように人工量子準位の形成と
電気測定手法によるその量子準位の高感度、高速測定
が重要となる。そこでこれらの技術について開発、改
良を実施した。まず、ガリウムヒ素などの半導体材料
を用いて作製される二次元電子半導体基板に対して、
電子線リソグラフィーやフォトリソグラフィーといっ
た微細加工技術を活用し、微小な金属電極等の構造を
作製した。これにより、電界制御型の半導体量子ドッ
ト試料を作製した。そして電極の配置や形状を調整す
ることで、量子ドット閉じ込めポテンシャルを形成す
る電極形状等の最適化を行い、安定な量子ドットを形
成できるようにした。 
 
次に、この半導体量子ドット内部に形成される電子
の量子状態を電気測定によって検出するために、測定
系の整備および改良を行った。エネルギースケールの
小さい量子状態を安定して測定するためには、温度ゆ
らぎを抑えた極低温環境での電気伝導測定が必要であ
る。そこで、希釈冷凍機などの試料冷却装置を使用し、

図１ 半導体量子ドット試料の電子
顕微鏡写真。半導体基板上に微細加工
により微小電極等を形成して作製す
る。 



低ノイズの電気測定が可能となるように測定配線や
フィルタ回路の改良を実施した。また、高周波を活用
した高速電気測定系についても整備し、半導体量子ド
ット内の電子状態を高速で制御するための高速電気
制御系についても構築した。これにより、単一電子の
検出やその制御が可能となり、本研究で必要とされる
精密な測定と制御が実現した。 
 
 そして、作製した半導体量子ドット試料と測定セッ
トアップを活用して、半導体量子ドット系における電
子状態の測定およびデコヒーレンスに関連する現象
の測定、解明を行った。半導体量子ドットを利用して
量子ドット内に電子をトラップし、その電子の量子状
態について量子ドットを透過する電流や、量子ドット
近傍に設置した電荷センサを使って観測した。これに
より量子ドット中に形成される量子準位について調
べるとともに、トラップされた電子のスピンに基づく
量子状態についても観測を行った。さらに、電子状態
の電気的高速制御を組み合わせることで、半導体量子
ドット内の電子スピン量子状態を制御し、量子状態のデコヒーレンス等を評価した。そして外部
から導入する電気信号などのデコヒーレンスに関連するパラメータについて制御と評価を行っ
た。 
 
そしてこれらの技術を活用することにより、半導体量子ドット内の電子状態遷移等について
実験を行った。半導体量子ドット内の電子状態遷移について、その電子状態制御と組み合わせた
精密電気測定を実施した。この測定結果を理論と比較することで、電子状態遷移に関わるミクロ
な物理現象を解明した。さらに半導体量子ドット系における電子状態遷移について、電子間の相
互作用（電子相関）が影響を及ぼす場合についても、その測定と物理過程の解明を行った。また、
これらの実験で開発した測定および制御系を活用して、半導体量子ドット系の新しい高速制御
技術を実現した。具体的には、量子ビットの読み出しに重要な電荷状態センサのダイナミックレ
ンジ（測定可能な範囲）を拡張する新機能を実現した [4]。 
 
 またデコヒーレンスに影響するパラメータには材料に依存するものがあるため、デコヒーレ
ンスに関するパラメータの操作性の向上にむけて、新しい半導体量子ドット系材料についても
取り組みを行った。半導体量子ドット試料を構成する材料中の核スピンや電荷ノイズ等は、電子、
スピン量子状態のデコヒーレンスに影響する。このため新しい量子系材料の開拓は、デコヒーレ
ンスの制御において興味深い課題である。そこで窒化ガリウムなどの新しい半導体材料を使用
し、半導体量子ドットの形成方法やそのデバイス構造における依存性を明らかにした [5]。さら
にグラフェン等の原子層材料も従来半導体材料と異なる特性を有するため、新しい量子系材料
として興味深い材料である。これらの材料についても研究を行い、半導体量子デバイス応用で重
要となる高周波測定手法の実現等に貢献した [6]。これらにより新しい材料について、デコヒー
レンス特性の異なる新しい量子系材料としての評価を実施し、また新量子系材料としての可能
性を見出すことができた。 
 
 そしてこれらの知見を活用して、デコヒーレンスを活用した量子状態操作等の量子技術につ
いての研究を行った。デコヒーレンスを利用することにより電子状態遷移に変化を生じさせる
ことが可能である。この変化について、量子状態のシミュレーションも併用しながら解析を行っ
た。そしてこれを利用した量子状態遷移の促進について研究を行った。またこの過程を利用する
ことにより、量子センシング時の量子状態変化にも応用することができ、量子センサ動作への活
用等について検討を実施した。これらの成果は、半導体量子ドットを用いた新しい量子技術に貢
献するものであり、量子コンピューティングや量子センシング分野での応用が期待される。また
将来的な大規模量子計算等に向けた量子技術の発展にも貢献することが期待される。 
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